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東京都立小岩高等学校  

校長 長野 泰明  

１  今年度の取組と自己評価  

  【評価方法】  ① 学校運営連絡協議会による評価（生徒・保護者・教職員・地域住民） 

         ② 各教育活動における反省アンケート、意見・要望等 

（１）今年度の取組と自己評価  

取      組  自  己  評  価  

１ 学校経営  

①教員が「小岩高校に来て良かった」と体感できる

場面を創出することで、生徒が「小岩高校に来

て良かった体感できる教育を継続する。  

②小岩高校の一員として自覚、よりよく生きることを

考える「小岩プライド」を育てる教育を継続する。 

③安心・安全で生徒の居場所のある学校づくりを

推進する。生徒が自分で安心できる居場所（先

生や友達）を見つけさせ、様々な悩みなどを相

談できる校内体制を整えるとともにいじめゼロの

学校づくりを推進する。 

④「３０歳の時になりたい自分」を考えさせることをキ

ャリア教育の柱としてキャリア・パスポートを活用

させながら、「各教科」「人間と社会」「総合的な

探究の時間」「ホームルーム活動」「特別活動」

等での調べ学習や自問自答等を記録させること

で、自らの進路実現に結びつけることができるよ

うに指導する。 

⑤ 「各教科」「部活動」「特別活動」の場面におい

て、７つのグラデュエーション・ポリシー（自ら学ぶ

力、課題解決能力、コミュニケーション能力、基

礎体力、自律する力、協働する力、行動する

力）について、適切に指導するようにして、揺るが

ぬ力を基盤に未来社会に輝く生徒を育成する。  

 

①学校評価アンケートで「９３％」の生徒が「小岩高

校に入学して良かった」と回答しており、授業、

行事、部活動でそう感じさせる教育を継続する。  

②９４％の生徒が「小岩高校の生活に満足」と回答

この自尊心を「小岩プライド」として育成する。  

③生徒の様子変化に気を配り、気になる生徒がい

た場合、学年担任団で共有し、適切ＳＣへの相

談に繋げた。また、ＳＮＳの適切な利用の指導も

定期的に実施するとともにいじめアンケートを年

３回実施し、いじめの早期発見、対応に努めた。 

④「学校は３０歳の時になりたい自分について指導

をしている」に対し、１学年は「９４％」、２学年「７

７％」、３学年は「７６％」であった。卒業後に希望

する進学先と「３０歳の時になりたい自分」が一

致していない生徒もいると思うので、引き続き、

自問自答や進路面談の場面で「３０歳の時にな

りたい自分」につながる進路実現の指導をする。 

⑤「学校は生徒が自ら考え、行動し、自分の行動

に責任を持つように指導している」に、１学年９

３％、２学年９２％、３学年８８％と回答。生徒が

「各教科」「部活動」「特別活動」の場面におい

て、７つのグラデュエーション・ポリシーを意識した

指導を学校がしていることを理解している。  

２ 組織体制  

①企画調整会議の内容の確実な報告と各分掌か  

らの意見を反映した学校運営をする。  

    

 

②服務事故ゼロを目指す。年度当初、強化月間

（２回）のみならず、様々な規模・方法で、研修を

行う。また教職員相互の意識を高め、声かけな

 

①各分掌主任にＣ（前年度の反省の確認 ）➡Ａ

（課題改善策の検討）➡Ｐ（改善策の立案）➡Ｄ

（記録を残す実践）のＰＤＣＡサイクルを意識した

分掌運営を実践させ、改善点明らかにできた。  

②服務事故発生時に、学校経営支援センターに

報告して、生徒、保護者、関係機関に丁寧な対

応をした。また、事故の原因を追究して、それを
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ど注意喚起を常時行う点検体制を整備・強化

する。 

③ 「 体 育 健 康 教 育 推 進 校 」 「 Sport-Science 

Promotion Club」、「英語教育推進校」の学校の

特色を生かし、文武両道を更に推進し、一層の

質の向上を図る。 

 

 

 

 

 

④経営企画室の経営参画をより一層推進し、教員

との連携・協力体制を構築し、経営基盤を強化

なものにする。特に予算の適切な執行、学校徴

収金の管理や個人情報の取扱いを適切に行

う。 

⑤「学校における働き方改革推進プラン」に基づ

き、教職員のライフワーク・バランスを推進する。  

 

全教員に周知、具体的な再発防止策を策定し

て、その実践をするように全教員で確認した。  

③「体育健康教育推進校」として、一人１台端末を

活用した「わかる」⇄「できる」を体感させる実証授

業を実践発表した。「Sport-Science Promotion 

Club」の指定を受けた硬式野球部、男女バドミ

ントン部を中心に部活動の充実を図り、男女バ

ドミントン部が関東大会出場を果たした。「英語

教育推進校」として、オンライン英会話の実践や

英語検定受験の推進を実施して、英検２級４１

名、準１級２名の合格者を出す成果を得た。 

④経営企画室で毎朝、管理職と企画室職員と打

ち合わせを実施、教員との連携・協力体制の推

進をした。予算の適切な執行、学徴収金の管理

は定期的に自己点検を実施した。個人情報の

取扱いは課題があり、収集、管理を見直した。  

⑤学校の電話の取次ぎ時間を平日の８ :００～１７ :

００までの間に変更して、教職員のライフワーク・

バランスを推進した。 

３ 学習指導  

①「授業の最後にできていてほしい具体の姿」につ

いて、生徒にわかりやすく説明して、それが、「評

価の観点」となることを視覚的に示すようにする。  

②授業において、自らメモを取ることを推奨するな

ど「生徒主体の学び」と「深い学び」を引き出す

授業実践をして、生徒の頭の中が働いている状

態を作り、自分の考えを言ったり、書いたりさせる

ようにする。 

③「前時の復習テスト」「小テスト」「繰り返し学習場

面の設定」「反復学習プリント」等の基礎的、基

本的な学習の定着を促す指導を実践して、生

徒に確かな学力を身に付けさせる。  

④デジタル技術を活用して、生徒に興味・関心をも

たせ、自ら調べたり、仮説を立てたり、試行錯誤

をさせる場面を作ることで生徒に学びに向かう力

を育成させる。 

 

⑤授業の最後に５分以上の時間を確保して、授業

のゴールを確認する問題演習や授業でわかった

ことを自分の言葉でまとめさせる指導する。  

⑥「授業でできなかったこと」や「生徒自らの課題」

について、自宅学習での３回復習を推奨して、

確かな学力を身に付けさせる。  

 

①「授業の最後にできていてほしい具体の姿」の説

明は概ねできている。しかし、評価の観点の説明

や視覚的に示すことは不十分である。  

②生徒主体の学びとなる自分の考えを言ったり、

書いたりする場面の設定は全授業でほぼしっか

り実践されている。自らメモを取る生徒は各授業

の 1/3 程度なので、これを増やす取組が今後の

課題である。 

③各授業で定期的「小テスト」の実施が実践されて

いる。生徒たちはその場だけの視覚暗記の様子

が見られので、ドリル学習等の生徒に確かな学

力を身に付けさせる取組の工夫が必要である。  

④生成ＡＩ研究校の研究授業として、生徒にＡＩに

質問をさせ、誤回答を引きだす試行錯誤の取組

を実践した。その他、授業の導入、まとめでデジ

タル技術を活用して生徒に学びに向かう力を育

成する場面をたくさん設定できている。  

⑤授業の最後に授業のゴールを確認する問題演

習やわかったことを Forms に入力させて提出さ

せることを徹底できるようになってきている。  

⑥「授業でできなかったこと」や「生徒自らの課題」

の自宅学習についての声かけ指導はできている

が、実践の確認についてが課題である。 
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⑦長期休業日における講習・補習等を積極的に

行い、基礎・基本の定着を図る。  

⑧放課後の講習・補習の実施と宿題の提出、そし

て自習室の開放を推進し、学習習慣を高め、自

学自習を支援する。（生徒一人１台端末の積極

的な活用）  

⑨主体的・対話的で深い学びを実現するために、

思考力・判断力・表現力の育成を重視した授業

改善を積極的に行う。年に２回以上授業観察の

後に管理職による授業改善シートを活用した授

業改善の振り返りを実施する。  

⑩読書を積極的に奨励し、生徒の知的好奇心を

高め、教養の涵養、読解力の向上を図る。  

⑪習熟度別授業や少人数授業を通じて、個に応

じた学習指導の徹底を図り、学習の質を向上さ

せる。 

⑫ＩＣＴ機器や一人１台端末、オンライン授業の実

施等のデジタル技術の活用により、生徒主体の

学びと深い学びを引き出し、生徒の確かな学力

の向上を目指す。 

⑬生徒に「To Do リスト」の活用やＰＤＣＡサイクルに

基づいた進路実現に向けた学習を実践させ、自

らの個別最適な学びで進路実現を果たす学習

習慣を身に付けさせる。  

 

⑦長期休業中の講習・補習を４６講座開き、学力

の向上を図った。これを更に充実させる。  

⑧朝学習で一人 1 台端末を活用し、学習習慣を

高めた。また、平日 17:00～19:00 に自習室を開

放して自学自習の支援をした。 

 

⑨主体的・対話的で深い学びを実現するため、年

に２回、授業観察の後に管理職による授業改善

シートを活用した授業改善の振り返りを実施し

た。生徒の思考力・判断力・表現力の育成のた

めに必要な改善点を示し、授業改善を促した。  

⑩図書委員のお勧めの本紹介やポップづくり等を

奨励して、生徒の読書活動の充実を図った。  

⑪２学年の論理・表現Ⅱで習熟度別授業、体育で

は全学年で少人数授業を実施して、個に応じた

学習指導をして学習の質の向上を図った。  

⑫ＩＣＴ機器や一人１台端末を活用した若手教員

の研究授業を相互参観する等、生徒主体の学

びや深い学びを引きだす手立てを教員間で共

有して生徒の学びに向かう姿勢を育成した。  

⑬各学期の担任による生徒個別面談で、生徒に

「To Do リスト」の活用やＰＤＣＡサイクルに基づい

た進路実現に向けた学習の進め方や進捗状況

を確認しながら、生徒に自分にとっても個別最

適な学びは何かを考えさせる取組をした。  

４  進路指導 

①「３０歳の時になりたい自分」を考えるこ

とを進路指導の重点とする。  

 

②「３０歳の時になりたい自分」についての

自問自答を継続的に記録に残すことで、自

ら興味のあることを調べさせ、そのために

必要なことについて「Ｔｏ  Ｄｏリスト」

を作成させて実践させる指導をする。 

 

 

③自らの進路実現に向け、キャリア・パスポ

ートの記入を通じてＰＤＣＡサイクルに基

づく自己実現ができるように指導してい

く。  

④特に進学に向けての取りかかりが遅いの

で、模擬テストの結果分析に基づく個別相

談や個別学習指導について、１学年、２学

 

①進路に関わる授業、行事、面談の時には「３０歳

の時になりたい自分」をイメージさせてから取組を

実施するように統一した。  

②担任による各学期の面談時に「３０歳の時になり

たい自分」についての自問自答を継続的に記録

に残すことを推奨し、自ら興味のあることを調べ

させ、そのために必要なことについて「Ｔｏ  Ｄｏリ

スト」を作成させて実践状況を確認するようにし

た。できていない生徒への具体的な継続指導が

課題である。 

③各学期末にキャリア・パスポートの記入を促した。

こちらも記入が不十分な生徒への個に応じた指

導までできていない実態がある。  

 

④進学に向けての取組が遅いので、担任による各

学期の個別面談で、進路実現に向けての取組

の進捗状況を確認するように徹底した。進捗状
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年の各学期の個別面談で指導するようにす

る。さらに個人面談の進路希望を生徒環境

調査票の裏面に記入して個に応じた進路指

導をする。 

⑤３学年の推薦入試や総合型選抜の面接練習

に若手教員も立ち会わせ、面接指導を組織

的に実施するとともに、一般入試に向けた

各教科の個に応じた指導も生徒に計画表を

出させるなどして実現性の高いものにして

いく。  

⑥大学入試、公務員・就職試験合格に向けた

講習を組織的・積極的に行うとともに外部

模試を有効的に活用し、第一志望を諦めな

い生徒の姿勢を育成する。  

⑦勉強合宿（夏季・冬季）を組織的に運営し、

学習習慣の定着を図るとともに、実力養成

につなげる。  

況確認で自らの進路実現計画を修正できる生

徒が増えた一方で、なかなか修正できない生徒

もいて、この修正できない生徒への指導が課題

である。 

⑤３学年の推薦入試や総合型選抜の面接練習に

若手教員も立ち会わせ、面接指導を組織的に

実施できた。また、一般入試に向け、生徒に自ら

の進路計画や学習記録の提出を促した結果、

提出継続した生徒が多数、一般入試で第一志

望の大学合格を果たした。  

⑥公務員・就職試験合格に向けた講習を組織的・

計画的に実施したことで、公務員、就職希望者

の進路実現は公務員２名、就職希望者４名とな

った。 

⑦夏季勉強合宿は３学年、冬季勉強合宿は２学

年を対象に実施して、参加生徒には、受験に向

けての学習意欲の向上と実力養成の成果があ

った。冬季は参加学年を１・２学年とすることも検

討する。 

５ 生活指導  

①生徒の自律心や自己管理能力を育成する指導

を全校体制で実践する。生徒の自律心を醸成

することを念頭に置いたうえで、生徒部を中心と

し、各学年との連携を深め、全教員で全生徒を

指導することをモットーとして教員による声かけを

徹底して行う。上記の実践のため、適宜、拡大

生徒部会を開催して生徒に指導すべきことを職

員会議で確認して、全教員で指導する。  

②生徒自らの自律を促すために、生徒自らがＴＰＯ

を考え実践する「ドレスコード」指導をする。儀式

的行事において、生徒がＴＰＯを考え、自らの服

装を整えその場にふさわしい服装で自らを律す

ることができるように指導をする。  

 

 

③時間厳守の徹底、遅刻防止・授業規律（チャイ

ムスタート）の徹底、けじめのある生活習慣の徹

底を図る。「あいさつをする」「時間を守る」「身だ

しなみを整える」「掃除をする」といった「あ、じ、

み、そ運動」を推奨する。  

 

 

 

 

①生徒の自律心や自己管理能力を育成するため

に、生徒部を中心に特に服装指導について、各

学年で温度差のない指導をするために、拡大生

徒部会を適宜開催して、共通して指導すべきこ

とを共有して、全教員で指導した。特に女子のス

カートの下にジャージを着用しないことについて

は、校舎内では全面禁止の指導の徹底ができ

た。 

②ドレスコードを意識して、自ら服装を整えることが

できる生徒がいる一方、職員室や進路指導を受

ける際に、ドレスコードを整えることができていない

生徒も多数いる。特に進路に関する指導や相談

を受ける場合、ドレスコードの意識が不十分な生

徒にドレスコードを整えてから来室させる指導を

全教員で一致して指導する必要がある。  

③「あ、じ、み、そ」運動をどのように実践しているか

全教員に自己申告面接時に確認をした。「挨

拶」、「時間をも守る」、「掃除をする」に関しては

指導の徹底の成果があるものの、「身だしなみを

整える」指導については繰り返し指導をしても、

生徒にはなかなか浸透していかず、指導の在り

方を全校で見直す必要がある。  
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④スマートフォンや携帯電話の適正利用、特にＳＮ

Ｓに係るトラブル未然防止・（発生時の）早期対

応などについて組織的・全校的・継続的な取組

を推進する。 

 

⑤教員による交差点など危険箇所での立ち番指

導、駐輪指導を実施するとともに、生徒会生徒

による自転車登校マナー向上キャンペーンを年

３回以上実施して、生徒に交通ルール、マナー

を遵守させて、自転車事故根絶を図る。  

 

 

⑥いじめ対策委員会の定期開催、生徒のいじめア

ンケート調査、全教職員による日常の観察や面

接等において、いじめの未然防止を徹底し、早

期発見・早期対応及び情報共有の組織体制を

構築する。 

⑦自殺対策基本法等及び自殺総合対策大綱に

基づく生徒の自殺対策に資する教育（特に「ＳＯ

Ｓの出し方」に関する教育を推進させて命の尊さ

を学ばせるとともに、生徒の居場所を作り、悩み

を抱え込ませないように、スクールカウンセラー等

を活用し、生徒１人１人の心の健康に対応でき

る相談体制を確立する。  

④教科「情報」の授業でスマートフォンやＳＮＳの適

正利用について計画的に指導した。また、ＳＮＳ

に関するトラブルが社会や他校で発生した時に

適宜、トラブルの未然防止の指導を組織的・全

校的に実施した。 

⑤教員による交差点や近隣小学校前の横断歩道

での立ち番指導と生徒会生徒による自転車登

校マナー向上キャンペーンを年３回実施した。自

転車マナーの向上は見られるが、まだ、ヒヤリ、ハ

ッとに関する地域からの苦情も多く、本校の通学

時間を１５分遅らせることで、地域の児童と本校

の生徒の互いの安全を図る改善を行った。  

⑥生徒のいじめアンケートを年３回実施した。いじめ

対策委員会を適宜開催して、法令上のいじめと

認定をして、いじめの早期対応および情報の共

有をして組織的対応をしたケースが１件あった。

引き続き早期発見・早期対応を実践する。 

⑦長期休業明け、連休明け、行事の前後に生徒の

様子観察を実践して、孤立、連続欠席の生徒に

ついて、家庭と連携をこまめにする等して、生命

尊重の教育を日々実践した。また、必要に応じて

ＳＣ相談を奨励して、生徒に悩みを抱え込まない

ように組織的に生徒に「ＳＯＳ」を適切に発信でき

るように指導できた。  

６ 特別活動・部活動  

①学習と両立し、学校行事、委員会活動等に積

極的に取り組ませ、生徒会及び各委員がそれぞ

れリーダーシップを発揮し、活力ある学校づくり

を推進・指導する。 

②体育祭「一体感」、文化祭「おもてなし」、合唱祭

「ハーモニー」という伝統のテーマに基づき、自

主自律の精神で、生徒の主体的な活動を指

導・支援する。 

 

 

 

 

 

 

③１年生に対する「部活動ひっぱり会 」を充実さ

せ、３年間部活動を継続させる指導を行う。年

度の途中入部の促進、勧誘等により、部活動加

入者の増加を図る。 

 

①「小岩高校に来て良かった」を体感、実感させる  

ために、授業場面、学校行事場面、部活動場

面で生徒に持っている力を全て発揮するように

組織的・計画的に生徒に指導を継続した。  

②体育祭では「一体感を体感すること」。文化祭で 

は、クラスや部活動、有志団体が仲間と協力し

て、来校する中学生や地域、保護者の皆さまを

「おもてなしすること」。合唱祭では、クラスの仲間

と練習や舞台発表で「ハーモニーを体感するこ

と」という伝統のテーマを意識した生徒主体的な

活動を引き出すことができた。しかし、体育祭で

は、熱中症対策を万全にすること。文化祭では

感染症対策を講じることについて課題があり、次

年度の重点課題としたい。  

③１年生に対する「部活動ひっぱり会」を充実させ

たことにより、1 年生の部活動加入率９２％となっ

た。年度の途中入部の促進、勧誘等により、部

活動加入者の増加の取組は継続する。  
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④小岩高校部活動方針に基づき、年度当初に１

年間の部活動指導計画を作成し、感染症防止

対策を徹底させながら、目標達成に向けて意図

的・計画的な指導を行う。  

 

 

⑤中学生の部活動体験や合同練習などにより、小

岩高校の部活動を発信する。  

⑥「 Sport-Science Promotion Club 」の指定の維

持、発展を継続させるとともに、生徒同士が切磋

琢磨し技術や体力の向上に努める環境をつく

る。合同合宿や強化合宿、他県遠征を通じて、

より高い目標を目指すよう指導する。  

 

⑦教科「人間と社会」を活用し、社会人として生き

る意識・力を身につけさせる一環として、地域に

おける体験学習などを通して、異年齢や多様な

人々と交流を深める。 

⑧オリンピック・パラリンピック教育、東京都の次世

代リーダー育成道場や希望者に対するＴＧＧ訪

問、様々な教育活動の中での在日留学生との

交流などを実施し、国際交流を一層積極的に

推進し、将来の国際社会への関心を高める。  

⑨日本の伝統・文化の良さを理解し、様々な国や

地域の方に発信できる生徒の育成を図る。  

④小岩高校部活動方針に基づき、年度当初に１

年間の部活動指導計画を作成し、感染症防止

対策を徹底させた。男女バドミントン部が関東大

会出場。男子ハンドボール部が都大会ベスト８

等、各部活動が目標達成に向け、充実した活

動ができており、これを継続する。  

⑤夏季休業中や１１月に実施した部活動見学や

体験に延べ５４２名の中学生が参加した。 

⑥ 男 女 バ ド ミ ン ト ン 部 と 硬 式 野 球 部 の

「Sport-Science Promotion Club」として強化合

宿、他県遠征を通じて、より高い目標を目指す

よう指導したことで、他の部活動にも、好影響が

あり、各部活動の生徒同士が切磋琢磨し技術

や体力の向上に努める様子が増えた。 

⑦教科「人間と社会」で「芸人に学ぶコミュニケーシ  

ョン」や「チームコンセンサスワークショップ」等の  

体験活動を実施して、異年齢や多様な人々との  

交流を深める基本を学んだ。  

⑧オリンピアンの田中和仁氏の体操の特別授業や  

卓球の平野早矢香氏の講演を通じてオリンピッ  

ク・パラリンピック精神の涵養を図った。また、フラ  

ンスのジョンエカ―高校を本校に招いての直接

交流を実施して、国際社会への関心を高めた。 

⑨修学旅行のＢ＆Ｓプログラムを通じて、在日留学  

生とともに大阪観光を実践したことで、日本の良

さを聞き取ったり、それぞれの留学生の国の文

化を学んだりすることができた。  

７ 心身の健康づくりと安全教育  

①薬物乱用防止教室、防災教育など生徒の生

命、安全を守るための指導を徹底するとともに、

学校全体の危機管理体制を強化する。  

 

 

②体力テストの実施、体育健康教育推進校とし

て、デジタル技術を活用した個別最適な学びを

考えた体育授業、学校行事、部活動を通じて、

1 学年より生涯スポーツの精神を理解させ３年間

を計画的・系統的に指導し、運動技術、体力の

向上、精神面の強化を図る。  

③学校保健委員会、安全衛生委員会を中心に、

教職員、保護者、地域、関係機関との連携を強

化し、生徒及び教職員の健康づくりを推進す

る。 

 

①東京法務少年支援センターの方を講師として招  

き、薬物乱用防止教室を実施。地域自治会や 

小岩消防団と連携をした実践的な防災教育を  

実践して、生徒の生命と安全を守る教育の充実  

を図った。 

②体育健康教育推進校として、デジタル技術を活  

用した体力テストの実施や動画の活用、Ｆｏｒｍｓ  

を活用した個別最適な学びの実証授業を実践  

した。また、１学年より、生涯スポーツの精神につ  

いて、ＩＣＴを計画的・系統的に活用して運動技  

術、体力の向上、精神面の強化を図っている。 

③関連機関と連携した学校保健委員会、安全衛  

生委員会を定期的に開催して、生徒の熱中症

未然防止や教職員の長時間労働の改善につ

いて等、具体的に健康づくりの推進をした。  
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④感染症、アレルギー反応への対応等に対する意

識を高め、発生を未然に防ぐ予防指導、感染

拡大を防ぐ組織体制を継続的に確立する。  

 

⑤清掃強化日をもうけ、施設の清掃活動の徹底、

ゴミの分別・減量に努め、校内の美化・環境  整

備を推進する。 

④教職員対象にアレルギ―反応への対応のエピ  

ペン研修を全教員で実施した。また、感染症の  

生徒が発生した時の対応を全校で統一して、感  

染拡大を防ぐ組織体制を構築した。  

⑤年間行事計画に清掃強化日を設定して、生徒  

にゴミの分別・減量を指導して、校内の美化・環  

境整備の推進をした。 

８ 募集・広報活動  

①都立学校開放事業に基づき、校内施設の開放

や公開講座を実施し、小中学生、地域との連携

を深め、地域貢献を図る。  

 

 

 

②ホームページの更新、アクセス回数を増やし、在

校生、中学生及びその保護者、また地域の方々

に適時、適切な発信を行う。  

 

③中学校との連携を図り、授業公開、出前授業、

学校見学・説明会、部活動見学等を充実させ

る。 

④生徒による母校訪問等で本校の教育活動の特

色を発信して、志願者増加につなげる。  

 

①都立学校開放事業に基づき、中学生対象のバ  

ドミントン公開講座を実施した。また、硬式野球

部が小学生を対象に江戸川ベースフェスタをハ

ンドボール部が小・中学生を対象にハンドボー

ル教室を開催して小中学生、地域との連携を深

め、地域貢献を図った。 

②生徒の伸び伸びとした明るい学校生活や学校

見学会や入学者選抜に関する情報をホームペ

ージで即時更新した。更新ニュース記事数は１１

５で、記事によって 500 名以上の閲覧があった。 

③江戸川区・葛飾区の中学校での高等学校進路

説明会や出前授業を１２回実施、学校見学、説

明会への来校者延べ２５４９名であった。  

④生徒の所属して中学校の部活動生徒を本校の

部活動に招待する等して本校の特色である盛ん

な部活動を体験させ、志願者増加につがえる取

組をした。 

（２）重点目標への取組と自己評価  

取      組  自  己  評  価  

１ 生徒の個に応じた目標実現を目指す。  

①生徒の第一志望を諦めさせない学習指導、  

面接指導を徹底する。  

   ・ 進路決定率          １００％ 

   ・ 国公立大学、難関私立大学の合格数                 

５名（浪人含む）  

   ・ ＧＭＡＲＣＨレベルの大学   ２０名              

   ・ 日東駒専レベルの大学    ７０名                          

   ・ 専門学校・公務員・就職内定率                       

１００％ 

２ 部活動・学校行事の活性化を継続する。  

   ・ 部活動加入率         ８５％                            

   ・ 学校評価アンケート学校行事項目の  

生徒満足度           ９０％以上  

   ・ 全国高校総体出場        1 部                           

   ・ 関東大会出場            ２部                                

１ 生徒の個に応じた目標実現を目指した。  

①生徒の第一志望を諦めさせない学習指導、  

面接指導を徹底した。 

・ 進路決定率          １００％ 

  ・ 国公立大学、難関私立大学の合格数                 

５名（浪人含む）  

  ・ ＧＭＡＲＣＨレベルの大学   ２１名              

  ・ 日東駒専レベルの大学   １１３名                          

・ 専門学校・公務員・就職内定率                    

９８．７％ 

２ 部活動・学校行事の活性化を継続した。 

   ・ 部活動加入率         ８２％                            

   ・ 学校評価アンケート学校行事項目の  

生徒満足度           ９４％ 

   ・ 全国高校総体出場        ０部                           

   ・ 関東大会出場            １部  
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   ・ 東京都ベスト３２以上      ８部                       

３ 生徒・保護者・中学生・都民から信頼され、安  

心・安全な学校を目指す。  

   ・ いじめゼロ 

   ・ 自転車等交通事故ゼロ 

   ・ 遅刻者数の減少  １日平均２５名  

（令和４年度３７名、３年度１１名、２年度２８名）  

   ・ セーフティ教室、薬物乱用防止教室、交  

通安全教室の実施  

   ・ 教育相談委員会毎月開催  

   ・ 毎学期の担任による個人面談・三者面談  

の実施  

 

 

４ デジタル技術を活用した教育を推進する。  

   

 ・ オンライン、一人１台端末を活用した研究  

授業の実施年間５回以上  

   ・ 定期考査採点分析システムを活用した教  

科会の実施年間３回以上  

５ 特別支援教育の理解推進と充実を図る。  

   ・ 鹿本学園との生徒会役員を中心とした交  

流会の実施  

   ・ 特別支援教育の理解推進を目指して、  

「広がれ絆！オープンフェスタ」への参加  

   ・ 個別の支援が必要な生徒に対する教育相  

談委員会による個別支援計画の作成  

 

６ 国際理解教育の推進を目指す。  

   ・ オンラインおよびメールを活用した海外交  

流を年間３回実施  

   

 ・ ＪＥＴ青年による英会話活動を毎月（１０回  

以上）実施  

   ・ 希望生徒に対するＴＧＧ校外学習を年間２  

回実施  

   ・ オリンピック・パラリンピック教育の一環とし  

て、講演会、体験活動を実施  

 

 

 

 

 

・ 東京都ベスト３２以上      ５部  

３ 生徒・保護者・中学生・都民から信頼され、安  

心・安全な学校を目指した。 

   ・ いじめゼロ          １件  

   ・ 自転車等交通事故     ３件  

   ・ 遅刻者数の減少  １日平均２５名  

（令和５年度２６名、４年度３７名、３年度１１名）  

   ・ セーフティ教室、薬物乱用防止教室、交  

通安全教室を１回ずつ実施した。 

   ・ 教育相談委員会は年間８回開催した。  

   ・ 全学年が毎学期の担任による個人面談を  

実施した。３学年は夏季休業中全生徒・保  

護者と、１・２学年は必要に応じて三者面

談を実施した。 

４ 生成ＡＩ研究校の指定を受ける等、デジタル技  

術を活用した教育を更に推進できた。 

  ・ オンライン、一人１台端末を活用した研究  

授業を年間１２回実施した。  

    ・ 定期考査採点分析システムを活用した教  

科会を年間３回各学期末に実施した。  

５ 特別支援教育の理解推進と充実を図った。  

   ・ 鹿本学園との生徒会役員を中心とした交  

流会を実施した。 

   ・ 生徒会長が鹿本学園との交流の様子をス  

ライドにまとめオープンフェスタに出展した。  

   ・ 個別の支援が必要な生徒に対して教育相  

談委員会によるケース会議を開き、個別支  

援計画を作成した。  

６ 国際理解教育の推進を目指した。 

   ・フランスのジョン・エカー高校の来校による授  

業体験や新小岩駅散策、修学旅行でのＢ

＆Ｓプログラムによる海外交流を実施した。  

    ・ハローウィン、クリスマス、バレンタイン等の季  

節行事や英検２次試験対策講座をＪＥＴ青

年が企画して、年間１０回の英会話活動を

実施した。 

   ・９月に体操競技の田中和仁さんの体育のマ

ット運動の特別授業、１２月に卓球の平野早

矢香さんのオリンピック・パラリンピック教育推

進の講演会を実施した。   
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７ 広報活動・募集対策活動の更なる充実を目指  

す。 

   ・ 授業公開・学校見学会・学校説明会等の  

来場者数           ２，５００名以上  

   ・ 部活動見学           ５００名以上                       

   ・ 地域ボランティア・体験活動参加    ３回                        

８ 教職員のライフワーク・バランスの積極的な取り  

組みを目指す。 

   ・ 報告・連絡を効率よく行い、会議・委員会  

の時間を短縮する。（５０分以内）  

   ・ 原則として、部活動の休養日を１週間に１  

日以上、必ず設ける。（生徒の怪我や事故  

防止の観点から練習時間も工夫する）  

   ・ 毎学期、定期考査期間を定時退庁ウィー  

クとし、長時間労働の改善を図る。７、８、  

１２、１月を休暇取得促進月間とし、休暇  

取得の促進を図る。 

   ・ 若手教員を対象とした校内研修会を年間  

を通して計画的に実践する。（年間１０回）  

 

７ 広報活動・募集対策活動の更なる充実を目指  

した。 

   ・ 授業公開・学校見学会・学校説明会等の  

来場者数           ２，５４９名  

    ・ 部活動見学            ５４２名  

    ・ 地域ボランティア・体験活動参加    ３回  

８ 教職員のライフワーク・バランスの積極的な取り  

組みを目指した。 

   ・ 報告・連絡を効率よく行い、会議・委員会  

の時間５０分以内を目指し実践した。  

   ・ 生徒の怪我や事故防止の観点から原則と 

して、部活動の休養日を１週間に１日以上  

必ず設けた。 

   ・ 毎学期、定期考査期間を定時退庁ウィー  

クとし、長時間労働の改善を図る。７、８、 

１２、１月を休暇取得促進月間とし、休暇  

取得の促進を図った。  

   ・ 若手教員を対象とした校内研修会を年間  

１０回、計画的に実践した。  

２  次年度以降の課題と対応策  

課        題  対     応    策  

１ 今年度、「体育祭」において熱中症による生徒  

の救急搬送案件が発生した。また、文化祭明  

けにインフルエンザの影響により学校閉鎖をせ  

ざるを得ない状況となった。学校行事を安心・  

安全に実施するための対応策を万全にする。  

   

 

 

○体育祭については、２日間の開催として、全ての  

演技が午前中に終わる工夫をする。また、応援  

団演舞と学年全員リレーの別日とする等のプロ  

グラムの工夫をする。更に、朝食を抜かない、こ  

まめな水分補給の指導を徹底して、避難用テン

ト、休憩用に冷房の利いた体育館の利用を促

す。 

○文化祭前後の期間の感染症防止策の徹底を促  

すと同時に５０分に１回、１０分の教室換気の時  

間を設定して、教員が必ず換気確認を行う。 

２ 今年度、国公立大学の大学者が４名、早慶上  

理が２１名、日東駒専が１１３名合格と進学実績  

が大幅に上昇したが、自らの進路目標を低く設  

定して、入ることのできる進路決定をする生徒が  

少なくない。３０歳の時になりたい自分を明確に  

しながら、高い目標を掲げて、それに向けて努力  

することのできる生徒の育成を図っていく。  

 

   

 

 

○各学年における外部模試結果分析の精度を上  

げるとともに、年２回進路指導に係る校内研修

会を実施して、課題解決に向けた対応を進路・

学年・教科等で組織的に連携して行う。  

○各学年の各学期の個人面談で３０歳の時になり  

たい自分や卒業後の進路を具体的にイメージさ  

せ、高い目標を設定させて、それにチャレンジす  

る具体策をアドバイスする等の個に応じた指導も

充実させる。 
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３ 「生徒主体の学び」と「深い学び」を引き出す授  

業実践を継続する。また、授業で楽しく学ぶこと  

ができていながら、学んだことがテストの結果に  

反映されない生徒がいるので、確かな学力を身  

に付けさせる授業の工夫、家庭学習や週末課  

題の実践を各教科で指導するようにする。  

 

 

○デジタル技術を活用して、生徒に興味・関心をも  

たせ、自ら調べさせたり、仮説を立てたりすること

で生徒に学びに向かう力を身に付けさせる。各

教科で自宅学習での３回復習を推奨するととも

に、各授業で「前時の復習テスト」「基礎的な小

テスト」「繰り返し学習場面の設定」「反復学習プ

リント」等の基礎的、基本的な学習の定着を促

す指導を実践して、生徒に確かな学力を身に付

けさせる。 

４ 生徒の自律心や自己管理能力を育成する指  

導指導を全校体制で実践する。生徒の自律心  

を醸成することを念頭に置いたうえで、生徒部を  

中心とし、各学年との連携を深め、全教員で全  

生徒を指導することをモットーとして教員による  

声かけを徹底して行う 

   

 

 

○生徒自らの自律を促すために、生徒自らがＴＰＯ

を考え実践する「ドレスコード」指導をする。儀式

的行事において、生徒がＴＰＯを考え、自らの服

装を整えその場にふさわしい服装で自らを律す

ることができるように指導をする。また、時間厳守

の徹底、遅刻防止・授業規律（チャイムスタート）

の徹底、けじめのある生活習慣の徹底を図る。さ

らに、スマートフォンや携帯電話の適正利用、特

にＳＮＳやいわゆる「ライン」に係るトラブル未然防

止・（発生時の）早期対応などについて組織的・

全校的・継続的な取組を推進する。上記の実践

のため、適宜、拡大生徒部会を開催して生徒に

指導すべことを職員会議で確認して、全教員で

指導する。 

 

 


